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早島町社会福祉協議会 平成２９年度事業総括 

 

➤本会の基本理念 

お互いが支えあい  安心して  幸せに暮らせる  住みよい地域をつくります 

 

➤本会の経営理念 

本会役職員は、基本理念に則り地域福祉事業の推進と介護保険事業の充実・発展を図るとともに、安定した法人

運営に心がけてまいります。 

 

➤本会の基本姿勢 

高齢化と介護保険制度等の進展を、事業展開の課題から契機として捉え、本会の基本理念である地域福祉事業と介護保険

事業の相乗効果が図れる法人運営を行ってまいります。 

地域福祉事業では、平成２７年度スタートの「地域福祉活動計画」が３年目を迎えます。９つの活動目標への取り組みを

点検評価していくとともに、地域の支え合い活動や生活支援サービスの輪が着実に広がっていくよう、関係団体・行政との

連携強化や、担い手の育成に努めてまいります。 

介護保険事業では、介護報酬が減額された第６期介護保険制度の最終年度を迎えるとともに、介護予防・日常生活支援総

合事業が全面実施される平成３０年度からの第７期制度を見据え、新制度への積極的対応と収支バランスの改善に努めてま

いります。このため、早島町と連携して新体系の総合事業を進展させるとともに、利用者本位に立った良質で安心感のある

介護サービスの提供により、安定した事業経営をめざします。 

これらを総合的に展開していくため、新法人制度の役員・評議員のもと、利用者の利便性向上のための施設等の環境改善、

職員の職務環境改善に取り組むとともに、社会福祉法人の地域貢献と経営の安定が求められる中、役職員一人ひとりが足元

を固め安定した法人運営に努めてまいります。                  （平成２９年度事業計画書より抜粋） 
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■社協・事務局重点項目（重点目標）及び達成度 
事務局重点項目（重点目標） 達成度 

１）地域福祉活動計画に基づく福祉活動・事業の推進 

 『はやしまほっとプラン』の３年目の事業活動として、

福祉施設・団体や民間事業所との連携強化を行い、各施

設・団体・事業所の特色を活かした協働事業の可能性を探

求します。 

また、引き続き、ゴミ出しや移動支援、買い物支援等の

『住民協働の生活支援活動』の検討や相談対応等の体制づ

くりに向け、行政や関係団体との協議を進めるとともに、

計画の進捗状況を積極的に発信し、活動推進への更なる住

民参画を働きかけます。 

・町内の社会福祉法人連携に向け、各施設への打診を行ったが、

具体的な展開は、次年度への持ち越しとなった。 

・早島町からの受託事業で、「生活支援サポーター養成事業」を

開催。定員超えの受講者が集まり、福祉活動の新たな人材発掘

の機会となった。 

・『はやしまほっとプラン』に基づき、ゴミ出し等の生活支援活

動の試行に努めた。同プランの住民目線での試行検証の場とし

て、新たに町民自由参加の「（仮称）生活支援活動を考える会」

を立ち上げ。今後のより住民主体で柔軟な活動推進をし得る、

住民協働の協議の場づくりができた。        （Ｂ） 

２）事務局業務の効率化と職場環境の整備 

法人運営、施設管理等の総務、経理事務や労務管理、地

域福祉推進の業務を少人数の兼務で行う事務局体制につ

いて、職員の入替りに伴い、通常業務に支障が出ないよう

新体制での円滑な業務推進に努めます。 

また、システム導入運用による総務・庶務業務の事務効

率化を図るとともに、今後の職員体制増強に向け拡張した

事務所内や館内の機能性、生産性を考慮した環境整備を行

い、円滑な業務推進や来館者の利便性の向上を図ります。 

・計画人事による２名の新任職員の受入れがあったが、部署内で

の毎日ミーティングや個々の週間計画作成による情報共有と

都度の役割分担に努め、新体制での業務推進を概ね滞りなく終

えた。 

・職員体制増強を想定した事務所内の備品の入れ替えやレイア 

ウト変更を実施。事務所内に福祉活動者との打ち合わせスペー

スの確保等、業務上の機能性や来館者の利便性が向上した。 

・総務･庶務業務の効率化に向け導入した人事管理システムは、

運用に向けた様式作成やデータ入力等の下準備に時間を要し、

本格稼動は次年度へ持ち越しとなった。       （Ｂ） 

＜達成度基準＞  

Ｓ：目標をはるかに上回る（１２０％以上）          Ｃ：目標をやや下回る（８０％以上９５％未満） 

Ａ：目標を達成し上回る結果（１０５％以上１２０％未満）   Ｄ：目標をかなり下回る（８０％未満） 

Ｂ：概ね目標どおり期待水準（９５％以上１０５％未満）  
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■介護事業部 セクション別重点項目（重点目標）及び達成度 
 介護事業部重点項目（重点目標） 達成度 

居

宅

介

護

支

援 

１）地域包括ケアや地域福祉推進へ向けた連携
強化 在宅介護支援の中核を担う介護支援専門員

が、日頃把握する利用者の福祉課題や生活ニーズを

事務局や地域包括支援センターとより細かく共有

し、課題解決に向けた活動協議や推進に参画します。 

また、引き続き、地域福祉活動への参加による介

護（福祉）情報発信や地域住民と連携した利用者の

生活支援、社会参加の促進に努めます。 

・引き続き、早島町が行う包括ケア懇話会や個別ケア会議、介

護支援専門員の研修へ積極的に参画した。また、新たに早島

町から介護予防プラン作成事業を受託し、地域包括支援セン

ターと連携しながら、円滑な新事業の業務推進が図れた。 

・個別のケース援助について、継続して地区の民生委員や福祉

活動員等の関係づくりや情報共有に努め、ご利用者の地域で

の日常の見守りと情報共有や、事務局を介した生活支援活動

との連携、社会参加誘導を図った。          （Ｂ） 

2）援助困難事例への対応方法の検討と蓄積 
 独居高齢者や家族関係の複雑化、認知症状の悪化

等で、生活行為やサービス利用の意思決定の支障や

緊急対応を要する援助困難な事例に対する内部検討

や研究を行い、より良い援助の模索に努めます。 

また、介護支援専門員の交代に伴う丁寧な引き継

ぎ対応や、職場内での事例検討、職場外での研修や

助言を得る機会を確保し、介護支援専門員の援助に

係る精神的な負担の軽減と円滑な援助に努めます。 

・独居の認知症高齢者や家族関係に葛藤ある高齢者世帯等、援

助が困難なケースが複数あり、苦慮しながらも地域住民や関

係機関の協力を仰ぎ援助を進める中で、具体的な対応手段や

在宅生活の見通し立てを内部で相談共有し、個々や組織とし

ての対応力向上に努めた。 

・定年退職や事業の拡充により、３名の新任職員を迎えたが、

主任介護支援専門員や中堅職員が積極的にサポートを行い、

個別ケースの支援状況の共有や助言により、円滑な引継ぎ対

応が行えた。                   （Ｂ） 

＜運営状況総括＞ 

・要介護認定者の新規契約件数は、受託した要支援件数を除くと、前年度比３件増の５８件。契約解除件数は６２件（前

年度＋１）。職員の入替り等で新規受入れができない期間があり、月平均請求件数は８件減少し、１９６件であった。 

・契約解除件数の内訳は、２１件が永眠、入所が１９件、長期入院と軽度化（要支援）が各７件。他は転出等。 

・要支援認定者は新規に４９件受入れ。６件が契約解除し、内４件が重度化（要介護）、他は長期入院、転出。 

∴平成２９年度収支差引額：３，３８７千円（平成２８年度収支差引額：６，５９４千円） 

＜達成度基準＞  

Ｓ：目標をはるかに上回る（１２０％以上）          Ｃ：目標をやや下回る（８０％以上９５％未満） 

Ａ：目標を達成し上回る結果（１０５％以上１２０％未満）   Ｄ：目標をかなり下回る（８０％未満） 

Ｂ：概ね目標どおり期待水準（９５％以上１０５％未満）   
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 介護事業部重点項目（重点目標） 達成度 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

１）利用者・家族の満足度の向上と安定した事
業運営 高齢者の健康及び認知機能の維持に重

要とされている｢水分補給｣・｢運動｣・｢口腔ケア｣

の３つに重点を置いたケアを実践し、利用者の活

動の活性化を図る。また、プログラムの種類ごと

に職員でチームを作り、定期的な見直しや参加し

たいと思える活動が常に提供できる環境を整え、

利用者の満足度の向上に努める。 

 

・｢水分｣、｢運動｣、｢口腔ケア｣の中から、１日の介護重点目標を

決め、全職員で取り組んだ。水分については利用者にも重要性

が認識してもらえたが運動と口腔ケアについては定着不足が

あり引き続きの取り組みが必要。 

・プログラムの改善については、マンネリ化している内容もある

が、創作活動は継続して新しい物を提供する事ができた。 

・年度末のアンケート調査では８５％の方がデイサービスの活動

内容について｢満足｣｢どちらかといえば満足｣と回答している。 

・２月に閉館した事が影響し、見込んだ収入にはわずかに届かな

かった。                         （B） 

２）事務の効率化と記録の整備 
介護記録や計画書について検討会や研修会を実施

し、作業の効率化と標準化を図る。また、必要な情

報が部署内外の関係者間で共有し易いように記録の

整備を行ない、迅速な情報提供が出来るようにする。

事務の効率化によって生まれた時間はプログラムの

検討や準備にあて、重点目標の達成に努める。 

 

・介護記録や計画書作成について、要点をまとめ職員間の共通認

識を図ったが標準化までには至らず、作業時間も職員間でバラ

つきがあり、効率化も充分とは言えない結果となり、引き続き

の課題となった。 

・記録の整備については個人の基本情報の更新は出来なかったが

ケア内容の変更点や利用中の特変の記録や薬や受診に関する

記録は通常の業務時間内に整備する事が習慣化できた。 

（C） 

＜運営状況総括＞ 

・要介護と予防と総合事業対象者をあわせた１日あたりの平均利用者数は２９．９人（前年度比▲０．６人）。 

・2 月にインフルエンザの感染者が複数名発生して欠席が続いた事と、感染拡大を防止する為 5 日間閉館した事により

収入へ影響があった。（２月の収入、前年度同月比▲２，０７７千円） 

∴平成２９年度収支差引額：３，１９３千円（平成２８年度収支差引額：６，０５５千円） 

 ＜達成度基準＞  

Ｓ：目標をはるかに上回る（１２０％以上）          Ｃ：目標をやや下回る（８０％以上９５％未満） 

Ａ：目標を達成し上回る結果（１０５％以上１２０％未満）   Ｄ：目標をかなり下回る（８０％未満） 

Ｂ：概ね目標どおり期待水準（９５％以上１０５％未満）   
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  介護事業部重点項目（重点目標） 達成度 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

1）事務の効率化と地域性を活かした充実したサ
ービスの提供 
特定事業所加算Ⅱの要件であるヘルパーへの指

示・報告をメール化することで事務の効率化を図り

ます。また、地域性を活かし綿密な連携、迅速な対

応によって安心した在宅生活支援に努めます。 

 障がい者サービスも利用者が増えてきており、適

正なサービスができるよう、理解を深めていきます。 

・ヘルパーの指示・報告のメール化を行うことが出来たが、人

材不足で常勤職員が訪問援助対応を行う状況が続き、思うよ

うに効率化は行えなかった。 

・介護支援専門員やデイサービスセンターと連携し、介護外サ

ービスで急な通院介助や退院後の生活援助などを迅速かつ柔

軟に対応し、利用者及びご家族に安心していただけた。 

・障がい者対応の外部研修に参加したが、実務に生かせなかっ

た。内部研修は当初の計画通り行った。       （B） 

2)登録ヘルパーの確保と質の向上  
介護保険・障がい福祉・介護外サービス・介護予

防・日常生活支援総合事業など多様化したニーズに

対応すべく、引き続きヘルパーの確保に努めます。 

質の高いサービス提供に向け、介護技術やコンプ

ライアンス・接遇等の研修を行い、利用者・ご家族

の方の満足いただけるよう質の向上に努めます。 

・社協だよりやマルナカへのポスター掲示等により常時ヘルパ

ー募集をしたが、ヘルパーの確保には至らなかった。。 

・外部より講師を招き接遇研修を行った。また、毎月内部研修

を行い質の向上に努めた。外部研修は、訪問援助対応に時間

を割かれ、主に常勤と数人の登録ヘルパーが数回近隣で行わ

れた研修に参加。その後内部研修で研修報告をするに留まっ

た。                       （Ｃ）                               

〈運営状況総括〉 

・今年度は新規契約が３１件あったが、中止･死亡･入所された方が２７件あった。昨年度に比べ訪問回数が要介護、要

支援合わせて５２５回の減少という結果になった。毎日複数回数型の要介護利用者の入所や長期入院があったため大

幅な減収になった。 

・障がい福祉サービスは移動支援の増加はなかったが、居宅支援の新規契約が３件あったことと、今年度より介護職員

処遇改善加算を取得したためわずかに増収に繋がっている。 

・介護保険外サービス事業では定期利用者に加え、急な受診対応や要支援利用者の退院後の生活援助の追加利用など対

応し。利用者数、利用回数が大幅に伸びた。 

∴平成２９年度収支差引額：▲３，２１７千円（平成２８年度収支差引額：▲３１４千円） 

＜達成度基準＞  

Ｓ：目標をはるかに上回る（１２０％以上）          Ｃ：目標をやや下回る（８０％以上９５％未満） 

Ａ：目標を達成し上回る結果（１０５％以上１２０％未満）   Ｄ：目標をかなり下回る（８０％未満） 

Ｂ：概ね目標どおり期待水準（９５％以上１０５％未満）    
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◆平成２９年度事業実績 

Ⅰ．会務の運営 

１．役職員による法人運営 
〔１〕理事会の開催 
（１）要 件 

   ・地域福祉の推進を目的に、本会の定款に基づき、理事会６回を開催した。 

   ・本会の事業計画および予算、事業報告及び決算報告、諸規程の制定及び改廃等の本

会の運営において重要な案件について協議した。 

（２）実施結果 

開催日／出席数 決 議 事 項 

平成２９年４月２８日（金） 

／理事９名（１０名） 

／監事２名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会評議員選任候補者の

推薦について 

◇平成２９年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会

計第１次補正予算（案）について 

◇報告事項 

・赤い羽根福祉のまちづくり活動助成金交付要綱について 

◇その他 

・平成２９年上半期理事会・評議員会等の日程について 

平成２９年６月２日（金） 

／理事９名（１０名） 

／監事２名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会ほほえみ基金設置規

程の一部を改正する規程について 

◇平成２８年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会事業実

績報告について 

◇平成２８年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会

計収支決算報告について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会定時評議員会に諮る

役員候補者について 

◇報告事項 

・夏のボランティア体験事業について 

・夏季一斉友愛訪問活動について 

◇その他 

・平成２９年度第１回評議員会 議案及び報告書 

平成２９年６月２１日（水） 

／理事７名（１０名） 

／監事２名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会会長の選任について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会副会長の選任について  

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会が設置経営する施設

長等の選任について 

◇指名事項 

・社会福祉法人早島町社会福祉協議会常務理事の指名につい

て 
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平成２９年９月２６日（火） 

／理事９名（１０名） 

／監事２名（２名） 

◇平成２９年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会

計第２次補正予算（案）について 

◇早島町介護予防ケアマネジメント業務の受託について 

◇報告事項 

・早島町生活支援サポーター養成講座（委託事業）について 

・夏季一斉友愛訪問活動について 

・夏のボランティア体験事業について 

・基金の運用について 

平成２９年１２月２０日（水） 

／理事１０名（１０名） 

／監事２名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会職員給与規程の一部

を改正する規程について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会嘱託職員賃金規程の

一部を改正する規程について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会職員就業規則の一部

を改正する規則について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会嘱託職員就業規則の

一部を改正する規則について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会継続雇用職員就業規

則の一部を改正する規則について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会個人情報保護規程の

全部を改正する規程について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会職員の懲戒処分に関

する基準の一部を改正する基準について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会懲罰委員会規程の制

定について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会資格取得及び研修等

の奨励基準の制定について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会経理規程の一部を改

正する規程について 

◇平成２９年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会

計第３次補正予算（案）について 

◇報告事項 

・住民福祉活動先進地視察研修実施結果 

・共同募金運動の実施状況ついて 

・年末大掃除おたすけサービスの活動状況について 

・福祉映画会の開催について 
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平成３０年３月２０日（火） 

／理事９名（１０名） 

／監事２名（２名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会第三者委員の選考に

ついて 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会経理規程の一部を改 

正する規程について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会個人情報保護規程の 

全部を改正する規程について 

◇平成２９年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会

計第４次補正予算（案）について 

◇平成３０年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会事業計

画（案）について 

◇平成３０年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会

計当初予算（案）について 

◇報告事項 

・基金の状況について 

・共同募金実績報告について 

・福祉映画会の報告について 

・平成２９年度決算見込みについて 

 

〔２〕評議員会の開催 
（１）要 件 

   ・地域福祉の推進を目的に、本会の定款に基づき、評議員会４回を開催した。 

   ・本会の事業計画および予算、事業報告及び決算報告、諸規程の制定及び改廃等の本

会の運営において重要な案件について協議した。 

（２）実施結果 

開催日／出席数 決 議 事 項 

平成２９年６月２０日（火） 

／評議員１７名（２１名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会ほほえみ基金設置規

程の一部を改正する規程について 

◇平成２８年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会事業実績報

告について 

◇平成２８年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会

計収支決算報告について 

◇平成２９年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会

計第１次補正予算（案）について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会評議員の費用弁償に

関する規程の制定について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会役員等の報酬等に関

する規程の制定について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会理事及び監事の選任

について 

◇報告事項 

・夏のボランティア体験事業について 

・夏季一斉友愛訪問活動について 
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平成２９年９月２６日（火） 

／１３名（２１名） 

◇平成２９年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会

計第２次補正予算（案）について 

◇早島町介護予防ケアマネジメント業務の受託について 

◇報告事項 

・早島町生活支援サポーター養成講座（受託事業）につ 

いて 

・夏季一斉友愛訪問活動について 

・夏のボランティア体験事業について 

・基金の運用について 

・共同募金運動について 

平成２９年１２月２１日（木） 

／１８名（２１名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会職員給与規程の一部

を改正する規程について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会嘱託職員賃金規程の

一部を改正する規程について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会職員就業規則の一部

を改正する規則について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会嘱託職員就業規則の

一部を改正する規則について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会継続雇用職員就業規

則の一部を改正する規則について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会個人情報保護規程の

全部を改正する規程について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会職員の懲戒処分に関

する基準の一部を改正する基準について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会懲罰委員会規程の制

定について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会資格取得及び研修等

の奨励基準の制定について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会経理規程の一部を改

正する規程について 

◇平成２９年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会

計第３次補正予算（案）について 

◇報告事項 

・住民福祉活動先進地視察研修実施結果について 

・共同募金運動の実施状況ついて 

・年末大掃除おたすけサービスの活動状況について 

・福祉映画会の開催について 
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平成３０年３月２２日（木） 

／１６名（２１名） 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会経理規程の一部を改

正する規程について 

◇社会福祉法人早島町社会福祉協議会個人情報保護規程の

全部を改正する規程について 

◇平成２９年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会

計第４次補正予算（案）について 

◇平成３０年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会事業計

画（案）について 

◇平成３０年度社会福祉法人早島町社会福祉協議会一般会

計当初予算（案）について 

◇報告事項 

・基金の状況について 

・共同募金運動実績報告について 

・福祉映画会の報告について 

・第三者委員について 

・平成２９年度決算見込みについて 

 
〔３〕評議員選任・解任委員会の開催 

（１）要 件 

   ・地域福祉の推進を目的に、本会の定款に基づき、評議員選任・解任委員会1回を開

催した。 

・理事会において推薦された評議員候補者について審議し、選任した。 

 （２）実施結果   

開催日／出席数 決 議 事 項 

平成２９年４月２８日（金） 

／委員３名 

◇評議員の選任について 

 

〔４〕内部監査の実施 

（１）要 件 

   ・地域福祉の推進を目的に、本会の定款に基づき、監事会１回を開催した。 

   ・本会の事業実績報告書により業務執行状況の、決算書及び諸帳票により財務状況の

監査を実施し、監査報告書を作成した。 

（２）実施結果   

開催日／出席数 決 議 事 項 

平成２９年５月２３日（火） 

／監事２名 

◇平成２８年度事業実績状況（報告書）の監査 

◇決算（書）及び諸帳票の監査 

 
〔５〕役員の先進地視察研修の実施  
（１）要 件 

   ・他市町村の住民主体の地区福祉活動先進地を視察し、本町における地区福祉活動の

あり方を検討する機会とするため、住民福祉関係者と合同で先進地社協（香川県琴

平町社協）へ視察研修を行った。 
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 （２）実施結果 

視察日程／参加者 視察先／主な研修項目 

平成２９年１１月１５日（水） 

[参加者] 

・理 事： ６名 

・監 事： １名 

・評議員： ９名 

・その他：４３名 

合 計：５９名 

◇香川県琴平町社会福祉協議会 

・琴平社会福祉協議会が推進する「地区社協」活動 

・「地区生活総合支援サービス」や農商工と福祉・教育連携

事業 

 
〔６〕人事管理制度の推進  
（１）要 件 

   ・平成２５年度から開始した人事管理制度の円滑な推進の為、第３者（コンサルティ

ング会社）の助言を受けながら、人事管理制度運用検討会を６回行った。 

   ・社会情勢や現況を鑑みながら各種規程類の見直しを行う為、第３者（コンサルティ

ング会社）の助言を受けながら、人事管理制度検討会３回を行った。 

 （２）実施結果 

  ◇人事管理制度運用検討会（全６回） 

開催日／出席者数 協 議 事 項 

平成２９年 ４月１８日（火） 

／６名 

◇役職者の目標発表 

◇一般職員の目標設定状況 

平成２９年 ６月 ９日（金） 

／５名 
◇目標管理進捗状況について 

平成２９年１１月２７日（月） 

／５名 
◇半期決算について 

平成２９年１２月２２日（金） 

／６名 

◇考課者研修 

・基本視点 ・事例検討 ・面接の進め方 

平成３０年 ２月１５日（木） 

／４名 

◇人事評価集計結果の調整 

 

平成３０年 ３月１４日（水） 

／４名 

◇人事評価集計結果の調整 

 

◇人事管理制度検討会（全３回） 

開催日／出席者数 協 議 事 項 

平成２９年 ８月 ９日（水） 

／３名 

◇例規集の体系整理について 

◇セクハラ・パワハラ対応について 

◇業績賞与の取り扱いについて 

◇資格取得研修等 

◇個人情報保護法改正への対応について 

平成２９年 ９月２８日（木） 

／３名 

◇例規集の体系整理について 

◇セクハラ・パワハラ対応について 

◇資格取得研修等について人事院勧告、最低賃金上昇への対

応について 

◇無期転換の就業規則へ明記について（情報提供） 
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平成２９年１０月１６日（月） 

／３名 

 

◇前回検討規程の再確認 

◇無期転換職員に対する対応について 

◇個人情報保護規定について（情報提供） 

 

Ⅱ．地域福祉事業 

１．広報事業活動の推進 
〔１〕社協だより発行の発行 
（１） 要 件 

・町民に対する社協活動や住民福祉活動等の情報提供手段として、広報誌「はやしま

社協だより」を年４回発行。 

（２）発行実績 

◇第１０５号（夏 号） 平成２９年 ６月下旬発行（５，０００部） 

◇第１０６号（秋 号） 平成２９年１０月下旬発行（５，０００部） 

◇第１０７号（新春号） 平成２９年１２月下旬発行（５，０００部） 

◇第１０８号（春 号） 平成３０年 ３月下旬発行（５，０００部） 

 
〔２〕ホームページによる福祉情報の発信 
（１）要 件 

・地域福祉活動計画（ほっとプラン）に基づき、町内の福祉活動や本会の事業活動を

効果的に発信するため、前年度改定したホームページを活用する。 

・町内の福祉活動や本会の事業活動をリアルタイムに発信するため、Facebookを

開設する。 

（２） 実施結果 

  ○Facebook年間投稿記事数  

発信部署 発信件数 

事務局 １８件 

居宅介護支援センター ７件 

デイサービスセンター ６件 

ホームヘルパーステーション ４件 

 合計３５件 

 

〔３〕地域福祉活動計画の推進状況の周知 
 （１）要 件 

     ・地域住民や福祉関係団体・機関への地域福祉活動計画（ほっとプラン）内容の周知

や活動参画を求めることを目的に計画内容や進捗状況の説明を行う。 

   （２）実施結果      

開催日 行事名／場所 

平成２９年 ４月２７日（木） 早島町福祉活動員協議会総会／オアシス早島 

平成２９年 ５月１０日（水） 自治会行政連絡会議／早島町役場 

平成２９年１０月２２日（日） ニュー早島サロン立上げ準備会／ニュー早島荘 
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平成２９年１１月１５日（水） 住民福祉活動視察研修／香川県琴平町 

平成２９年１１月１８日（土） イトーピア早島サロン／イトーピア公民館 

平成２９年１１月１９日（日） 下野サロン立上げ準備会／下野公民館 

平成３０年 １月３１日（水） 生活支援活動を考える会／オアシス早島 

平成３０年 ２月２８日（水） 生活支援活動を考える会／オアシス早島 

平成３０年 ３月 １日（木） 高齢者の介護予防を考えるワークショップ／ゆるびの舎 

 

〔４〕早島の匠ミニギャラリーの開催 
（１）要 件 

・地域福祉センターオアシス早島１階ロビーを活用し、町内住民やグループによるミ

ニ作品展を開催し、一般住民の来館促進を図り、センター機能の周知を行う。 

（２）開催実績 

区分 ジャンル 作者（出展者） 作品展示期間 

団体 塗り絵他 早島町デイサービスセンター 平成３０年 ３月２２日～４月１４日 

    

      

２．会費・寄付・募金の収受 

〔１〕住民会員・会費の募集 
 （１）要 件 

     ・社会福祉に関心を有し、本会の趣旨・事業に賛同した個人又は団体等の会員を募る

ものである。本年度の結果は下記のとおりとなった。 

（２）実施結果 

区  分 会員数 口 数 金  額 

賛助会費・個人（一口１，０００円） ２人 ２口 ２，０００円 

合  計 ２人 ２口 ２，０００円 

 
〔２〕一般寄付等の受納 
 （１）要 件 

     ・一般寄付・満中陰志を受納し、その寄附金を地域福祉推進のための事業を実施する

ほほえみ基金事業の原資となる基金へ積立てを行った。 

 （２）寄付金実績 

区  分 件  数 金  額 

一般寄付 ５件 ６２，４０４円 

満中陰志 ２９件 ９２０，０００円 

合  計 ３４件 ９８２，４０４円 

 
 
〔３〕共同募金運動（赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金）の推進 

（※岡山県共同募金会早島町共同募金委員会事務） 
（１）要 件 

  ・地域福祉の推進という目的のもと、共同募金の役割や使い道の周知を図り、「じぶ

んの町を良くするしくみ。」をテーマに様々な募金活動による呼びかけを行う。町

民一人ひとりに対し活動を通じて「思いやりの心」掘り起こすとともに、「福祉の
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まちづくり」に参加できる仕組みである。また、共同募金の適正かつ効果的な助成

や配分により、地域課題の発見や新たな支え合い構築など福祉活動を支援する。 

（２）実施結果 

  ①赤い羽根共同募金実績 

募金種別 募金額内訳 前年度比 

戸別募金 １，０５３，０２９円 ▲３１，６８９円 

街頭募金 ７，８８７円 ▲６４７円 

学校募金 ４６，５３０円 ▲９３７円 

個人募金 ２３，０６４円 １４，５５５円 

法人募金 ３３６，８８４円 １３，２５０円 

イベント募金 ２４，９００円 ６３９円 

職域募金 １１４，１５０円 １，８０３円 

その他の募金 ３９，３１４円 ７，１３４円 

通帳利息 4円 ９３円 

 １，６４５，７６２円 ４，０１５円 

 

②歳末たすけあい募金実績 

募金種別 募金額内訳 前年度比 

戸別募金 ９３５，７９８円 ▲４６，２５９円 

個人募金 ２９２円 ▲３０，０６３円 

その他の募金 ９２８円 ▲９，６６１円 

通帳利息 １円 ▲３１円 

 ９３７，０１９円 ▲８６，０１４円 

 

③共同募金運動推進活動 

開催日 行事名 募金実績 

平成２９年 ９月１５日（金） 早島中学校街頭募金 １７，８０２円 

平成２９年１０月１０日（火） 早島駅前街頭募金 ２，５５１円 

平成２９年１１月 ５日（日） いきいき広場街頭募金 ５，３３６円 

平成２９年１１月 ５日（日） いきいき広場イベント募金 ２４，９００円 

※早島中学校街頭募金は、上記（２）の①では学校募金へ計上。 

 

３．住民参画型生活支援活動の検討 
〔１〕外出支援活動の検討 
（１）要 件 

 ・地域福祉活動計画（ほっとプラン）に基づき、平成２７年度末から開始した町内の

高齢者や障がい者の社会参加の促進を目的とした外出支援活動の検討を継続実施。 

 ・福祉有償運送事業の実施状況の共有を行う。 

 ・平成２８年度から開始したサロン活動や給食サービス活動参加者の送迎活動につい

て実施状況の共有を行う。 
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（２）外出支援活動検討会の開催 

開催日 主な検討事項 

平成２９年 ４月１１日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とタクシーチケット等 

平成２９年 ５月 ９日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

平成２９年 ６月１３日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

平成２９年 ７月１１日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

平成２９年 ８月 ８日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

平成２９年 ９月１２日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

平成２９年１０月 ３日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

平成２９年１１月 ７日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況と外部研修参加報告等 

平成２９年１２月１２日（火） ・福祉有償運送事業の車イス用ヘッドレスト検討他 

平成３０年 １月１６日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

平成３０年 ２月１３日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

平成３０年 ３月１３日（火） ・福祉有償運送事業の実施状況とサロン等送迎活動 

（３）サロン等送迎活動実績 

  ○実利用団体数； ５団体（サロン；２団体・給食サービス；３団体） 

  ○延べ運行回数；１６２回 

  ○延べ利用者数；６３６名 

 

〔２〕生活支援活動の検討 
（１）要 件 

・地域福祉活動計画（ほっとプラン）に基づき、町域での「ゴミ出し」について、町

シルバー人材センター会員の協力を得て、有償活動（１００円）の試行を９月末ま

で継続するが、同センターで対応困難との結論となり、１０月から本会管理下で試

行を継続する。 

 ・不足するゴミ出しボランティアや生活支援活動者の募集や、域福祉活動計画（ほっ

とプラン）が示す今後の地区内外の支え合い活動のあり方を住民主体で試行検証す

る場として、「（仮称）生活支援活動を考える会」を１月に立上げる。 

（２）町域におけるゴミ出し試行活動実績 

  ○実利用者数    ４名 

（３）地区におけるゴミ出し試行活動実績 

  ○実利用者数    ４名 

（４）生活支援活動を考える会の開催○新  

開催日 主な検討事項 

平成３０年 １月３１日（水） ・会の趣旨確認、はやしまほっとプランの概要説明 等 

平成３０年 ２月２８日（水） ・町内の生活支援事例紹介、会の運営検討 等 

 

〔３〕生活支援サポーター養成講座の実施○新  【早島町受託事業】 

（１） 要 件 

  ・町民の主体性に基づき運営される新たな住民参加サービス等の担い手として、生 

活支援サポーターを養成する。 

    ・本講座受講は、平成３０年度から実施される「早島町生活支援サポーターポイント 

制度」への登録要件となる。 



 

16 

（２） 研修期間 

平成２９年１０月６日（金）～ １２月５日（火）／研修時間数１０時間 

開催日 内 容 時 間 

平成２９年 

１０月 ６日（金） 

開校式・オリエンテーション 

２時間  
早島町の高齢者の現状と介護保険 

町内の福祉活動の現状 

生活支援サポーター活動の意義 

１０月２６日（木） 
高齢者を理解する①「高齢者に多い疾患と対応」 

２時間 
「薬の正しい飲み方」 

１１月 ７日（火） 
高齢者を理解する②「認知症の症状と対応」 

２時間 
早島町の認知症の取り組みについて 

１１月２１日（火） 
地域でのサポーターの役割～100歳体操など～ 

 ２時間 
施設でのサポーターの役割～デイサービスの見学など～ 

１２月 ５日（火） 

高齢者を理解する③「権利擁護」について 

 ２時間 
「消費生活被害対策」について 

今後の活動について～グループワーク～ 

閉校式 

合  計／１０時間 

（３）受講者数 

    ３０名（全回出席１６名） 

 
 
４．福祉活動員活動の支援 
〔１〕福祉活動員協議会活動の支援 
 （１）要 件 

・各自治会町内会から選出された「福祉活動員」７９名で組織する「福祉活動員協議

会」の事務局として、福祉活動員の活動支援を行った。 

・定例会を全体研修月以外に７回開催。各地区の福祉活動員の活動状況確認や見守り

新鮮情報の回覧依頼、ボランティア活動への協力呼びかけを行った。また、援助活

動に役立つ福祉知識や手法の提供を目的としたミニ講座を引き続き開催した。 

・地域包括ケア推進に向け、その主要な立場に有る介護支援専門員と民生委員との意

見交換の場を設けた。 

 （２）定例会等開催実績 

開催日  主な内容等（研修テーマ） 

平成２９年 ４月２７日（木） 総会 活動計画・予算の確認、役員の選任 

平成２９年 ５月２５日（木） 定例会 民生委員との意見交換（福祉マップ作成等） 

高齢者の脱水症状 

平成２９年 ６月～ 実践活動 夏季一斉友愛訪問活動（７０歳以上高齢者） 

平成２９年 ６月２３日（金） 定例会 消費生活被害対策 

平成２９年 ７月２７日（木） 定例会 室内レクリエーション 

平成２９年 ８月２４日（木） 定例会 介護支援専門員との意見交換会 

平成２９年 ９月２１日（木） 定例会 身近な介護技術 

平成２９年１０月１８日（水） 交流会 グラウンドゴルフ交流会 

平成２９年１１月１８日（金） 視察研修 香川県琴平町の活動 
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平成２９年１２月～ 実践活動 年末大掃除活動（７５歳以上高齢者世帯等） 

平成３０年 １月２５日（木） 定例会 福祉用具の制度と紹介 

平成３０年 ２月２２日（木） 全体研修 いざという時の救急法 

平成３０年 ３月１５日（木） 定例会 次年度活動計画の協議、引き継ぎ内容確認等 

 

 

５．地区福祉活動の推進 
〔１〕高齢者給食サービス活動の推進 

（１）要 件 

  ・独居や高齢者世帯、障がい者等を対象として、給食ボランティアグループがバラン

スのとれた食事とふれあい交流の場を提供する。 

  ・食材費等の助成や、活動を支援するためのアドバイスを行う。 

  ・食中毒の防止を目的に、研修会の実施や食品衛生管理指導（チェック表の運用、衛

生用品の支給）を継続して行う。 

（２）活動実績 

団体名 利用者数 提供者数 延実施回数 延利用者数 延提供者数 

クローバー １３ ５ ２１ １９４ ９９ 

コスモス ３１ １２ ２２ ４４３ ２２５ 

スプリング １８ ７ １９ ３０５ １２４ 

たんぽぽ ２０ ８ １１ １８０ ７８ 

マスカット １９ ６ １１ １６７ ６３ 

ひまわり会 １７ ７ １１ １８２ ７１ 

スマイル若宮 ３２ ２８ ２２ ５５６ ２２５ 

市場撫子の会 ２２ ８ １１ １９７ ８１ 

合計：８団体 １７２ ８１ １２８ ２，２２４ ９６６ 

 

（３）連絡会等開催実績 

連絡会名 給食ボランティア連絡協議会（食品衛生研修） 

開催年月日 平成２９年８月２８日（月） 

開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」２階会議室 

参加者 ２１名（８グループ） 

内 容 ・「元気に毎日を過ごそう！」 

岡山県栄養士会 久米川 麻子 氏 

・事務連絡（助成金手続き、衛生用品の配布等について説明） 

 
〔２〕ふれあい･いきいきサロン活動の推進 
 （１）要 件  

・他者との交流が少なく、家に閉じこもりがちな高齢者等の不安や悩みの解消を図り、

気軽にふれあい交流や仲間づくりができる場を提供する活動の支援を行う。 

・毎月1回開催の場合は年間２万円、隔月開催の場合は年間１万円、奨励金を交付。

交付要綱に基づき、２１団体に奨励金の交付を行い、活動助言を行う。 

・新たに矢尾地区とニュー早島地区のサロン活動の立ち上げを支援する。 
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（２）サロン活動団体（合計２４団体） 

サロン名 開催場所 
対象 
地域 

延べ 
利用 
者数 

延べ
協力 
者数 

実施 
回数 

活動内容 

四つ葉会前潟 前潟公民館 
前 潟 ・ 
下 前 潟 

１６７ １３７ １２ 
茶話会、季節行事、体操、
遊び、講話等 

しゃべろうかい 宮崎公民館 宮 崎 ８９ ２４ １２ 
茶話会、運動、創作活動、
遊び、催し等  

中山ふれあいサロン 
さつき会 

中山集会所 中 山 １８９ ６２ １１ 
茶話会、運動、季節行事、
遊び、講話、催し等 

いきいきサロン市場 さつき荘 市 場 １７７ ８２ １１ 茶話会、遊び、運動、催し 

弁天井戸端喫茶 
弁才天 
公民館 

弁 才 天 ８４ ３３ １１ 
茶話会、歌、季節行事、 
講話等 

サロン・ひだまり 
備南台 
公民館 

備 南 台 ５０７ １７３ ６９ 
茶話会、遊び、小旅行、 
部会活動 

なしず会 無津公民館 無 津 ８８ ４ １１ 
茶話会、運動、季節行事、
奉仕活動等 

日笠山さくら会 
日笠山 
公民館 

日 笠 山 ２５３ ４８ ６ 
茶話会、季節行事、講話、
催し等 

喫茶とよく 頓行公民館 頓 行 １８４ ９２ １１ 
茶話会、遊び、季節行事、
講話、創作活動等 

いきいきサロン三軒地 
三軒地 
公民館 

三 軒 地 １２２ ３３ １３ 
茶話会、創作活動、講話、
催し等 

塩津いきいきサロン 塩津公民館 塩 津 ２４８ ３３ ９ 茶話会、催し、季節行事等 

サロン市場健康促進の会 
床田遊園地 
市場公民館 

市 場 １３４ ５７ １９ 
茶話会、運動、催し、講話 
季節行事等 

いきいきサロン久々原 
久々原 
公民館 

久 々 原 ９７ ２４ 6 
茶話会、運動、季節行事、
催し、創作活動 

片田ふれあいサロン 片田公民館 片 田 ２７７ １０６ １２ 茶話会、運動、講話等 

喜楽亭 大谷荘 若 宮 ５５２ ２４９ １０ 
遊び、運動、講話、軽食喫
茶、催し 

ふれあいサロン噂島 噂島公民館 噂 島 １８５ １０３ １２ 茶話会、体操、講話等 

金田いきいきサロンにじ 
西コミュニ
ティハウス 

金 田 ２５１ １１３ １１ 
茶話会、遊び、催し、講話、 
小旅行等 

長津・畑岡ほっとサロン いぶき荘 
長津・ 
畑岡 

１９０ ８８ １１ 
茶話会、運動、創作活動、
催し等 

イトーピア早島サロン 
イトーピア
集会所 

イトー
ピア 

１４４ １２０ １２ 
茶話会、運動、遊び、 
季節行事等 

サロン矢尾 矢尾公民館 矢尾 ３６６ ９６ １０ 
茶話会、運動、講話、遊び、 
季節行事等 

ニュー早島 
にこにこサロン 

ニュー 
早島荘 

N早島 １３９ １０ １０ 茶話会、遊び、催し等 

合 計 ／ 延べ利用者数 ４，４４３人 ／ 延べ協力者数１，６８７人／ 実施回数２８９回 

（３）連絡会（研修会）開催実績 

 ①第１回／ふれあい・いきいきサロン研修会 

開催年月日 平成２９年１０月２０日（金） 

開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」２階会議室 

参加者 ３３名（１６グループ） 

内 容 ・講義｢ふれあいサロン活動の意義｣ 

・活動発表「イトーピア早島サロン活動について」 

・意見交換会「我が地区のサロン活動の意義」 
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②第２回／ふれあい・いきいきサロン研修会 

開催年月日 平成２９年３月１３日（火） 

開催場所 地域福祉センター「オアシス早島」２階会議室 

参加者 ２８名（１８グループ） 

内 容 ・活動発表｢サロン矢尾の活動について｣ 

・講義「ふれあいサロン活動の意義」 

・意見交換「オリジナルサロンを企画してみよう」 

・事務連絡（奨励金交付手続き説明） 

（４）奨励金交付実績 

    ３７０，０００円（２０団体）  

 
〔３〕夏季一斉友愛訪問活動の実施 
（１）要 件 

  ・７０歳以上の方が居住する世帯及び年齢や同居の有無を問わず声かけが必要な要援

護者を対象に、熱中症予防啓発と地域との関係づくりを目的に、民生委員･福祉活

動員の協力を得て、全地区一斉の友愛訪問を行う。 

 （２）活動実績 

開催年月日 平成２９年５月２５日（木）から６月２３日（金） 

訪問対象者数 ２，４０８人／２８地区  ※平成２９年４月１日時点で７０歳以上の方 

訪問活動者数 民生委員２１名、福祉活動員７９名 

世帯実態概要 独居３１４名（世帯）、夫婦７７３名（約３８６世帯） 

見守りの必要性 必要２２３名、不要２，１８５名 

 
〔４〕年末大掃除おたすけサービスの実施 
（１）要 件 

  ・７５歳以上の高齢者世帯の方、または障がい者世帯の方へおたすけ員を派遣し、年

末大掃除の負担軽減を図った。おたすけ員としては、民生委員･福祉活動員･地域の

ボランティア等多くの住民の方々に広く協力を求めた。 

 （２）活動実績 

開催年月日 平成２９年１２月１日（金）から１２月１５日（金） 

サービス実施世帯数 ３２世帯（高齢者世帯３０件、障がい者２件） 

おたすけ員協力者数 ４９名 

おたすけ員協力者 

内訳 

民生委員１１名、福祉活動員２５名、とんかち２名、社協職員７名 

 
〔５〕地区福祉活動の支援 
（１）要 件 

  ・地区会合へ参加し、地区住民協働で自治会単位での福祉活動の活性化やあり方を検

討した。また、その福祉活動の検討や活動に対し、助成を行った。 

 （２）活動実績（１地区） 

   ①片田自治会（助成額５万円） 

   ・福祉部会の開催（６月・１月） ・夏休み子どもサロンの開催（７～８月）  

・新年もちつき会の開催（２月） 
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６．福祉啓発（教育）の推進 
〔１〕夏のボランティア体験事業 
 （１）要 件 

  ・夏季休暇期間を活用して、学生（中学・高校・大学等）や地域住民の方を対象に、町

内の福祉（教育）施設やボランティア団体の方々に、体験希望者の受入れの協力をい

ただき実施。体験終了後に、体験の振り返りを目的とした事後研修会を実施した。 

 （２）実施結果 

   ①事前説明会 

開催年月日 平成２９年７月１日（土） 

開催場所 早島中学校体育館 

内 容 ①ボランティア入門講座  

岡山県社会福祉協議会 野村 知宏 氏 

②ボランティア体験における心構え･注意事項の説明 

参加者 ２４２名  

＜参加者内訳＞ 

体験希望者２１３名、受入施設・団体関係者１９名、中学校職員１名、 

社協職員７名、県社協職員（講師）２名 

②ボランティア体験期間 

体験期間 平成２９年７月２０日（木）から８月３１日（木） ※夏季休暇期間 

受入団体 １５機関･団体（実受入：１５機関･団体数） 

協力団体 ＜福祉（教育）施設＞ 計９機関 

 早島幼稚園／早島保育園／かんだ保育園／わかみや保育園／早島児童館／ 

早島町地域活動支援センター／早島町デイサービスセンター／特別養護老

人ホーム白亜館／早島町生涯学習課／岡山県立早島支援学校 

＜ボランティア団体＞ 計５団体 

早島いぐさ手話サークル／早島要約筆記サークル‘ぺんしる’／パソボラ

はやしま／はやしま朗読ボランティア福来朗／はやしま本だいすきの会 

体験者数 ２２５名 

＜体験者内訳＞ 

中学生１８５名、高校３７名、大学生３名 

体験案内校 １１校 

＜中学校＞ 計１校 

早島中学校 

＜高等学校＞ 計８校 

岡山県立倉敷天城高等学校／岡山県立倉敷青陵高等学校／岡山県立倉敷中

央高等学校／岡山県立倉敷南高等学校／岡山県立倉敷商業高等学校／倉敷

翠松高等学校（私立）／倉敷高等学校（私立）／ノートルダム清心学園・

清心女子高等学校（私立） 

＜短期大学・大学＞ 計２校 

川崎医療福祉大学、中国学園大学・中国短期大学 
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③事後研修会 

開催年月日 平成２９年８月２５日（金） 

開催場所 早島中学校ランチルーム 

内 容 体験の振り返り（グループワーク） 

参加者 １７５名  

＜参加者内訳＞ 

体験者１６０名、受入施設･団体関係者８名、中学校職員１名、社協職員６名 

 
〔２〕福祉教育への協力支援 
（１）要 件 

  ・早島小学校から要請を受け、早島支援学校生徒との交流に向け、その導入として４

年生を対象に体験教室を実施した。 

（２）実施結果 

 ①出前車イス体験教室 

開催年月日 平成２９年６月６日（火） 

開催場所 早島小学校体育館 

内 容 車イスの基本操作の説明や体験 

参加者 小学４年生１４４名、小学校教員４名、社協職員４名 

②出前車イス体験教室 

開催年月日 平成２９年１２月１５日（金） 

開催場所 オアシス早島 

内 容 町内事例の紹介と館内見学による福祉学習 

参加者 小学４年生１４４名、小学校教員４名、社協職員３名 

③出前福祉教室 

開催年月日 平成３０年１月２９日（月）、３１日（水） 

開催場所 早島小学校（４年１組、３組） 

内 容 ゲストティーチャー（質疑対応） 

参加者 小学４年生６７名、小学校教員２名、視覚障がい者２名、社協職員４名 

④地域交流学習 

開催年月日 平成３０年３月７日（水） 

開催場所 いぶき荘 

内 容 サロン活動での高齢者との交流（長津･畑岡ほっとサロン） 

参加者 小学４年生３３名、小学校教員２名、社協職員１名 

 
〔３〕コミュニケーション麻雀普及事業 
（１）要件 

・多人数が楽しめ仲間づくりや介護予防活動に役立つ『コミュニケーション麻雀』の

普及と新たな地域活動参加者（普及員）発掘を目的に月２回『コミュニケーション

麻雀を楽しむ会』（２４回・３９１名参加）を開催した。 

・依頼のあった団体（５団体・１１１名参加）へ普及員の派遣を行った。 

・倉敷市で活動する『コミコミ麻雀を広める会』と交流、情報交換を行った。 
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（２）実施結果 

 普及行事名等 参加者数 備 考 

４月 楽しむ会（２回） ３８名 定例会 

５月 楽しむ会（２回） ３３名 定例会 

６月 楽しむ会（２回） ３２名 定例会 

中山ふれあいサロンさつき会 １６名 ふれあいいきいきサロン 

７月 楽しむ会（２回） ３３名 定例会 

８月 楽しむ会（２回） ３６名 定例会 

金田ふれあいサロンにじ １７名 ふれあいいきいきサロン 

９月 楽しむ会（２回） ３８名 定例会 

１０月 楽しむ会（２回） ３２名 定例会 

１１月 楽しむ会（２回） ２３名 定例会 

早島町身体障がい者福祉協会 １１名 町内の福祉当事者団体 

１２月 楽しむ会（２回） ３１名 定例会 

１月 楽しむ会（２回） ３４名 定例会 

２月 楽しむ会（２回） ３０名 定例会 

コミュニケーション麻雀交流会 ３０名 倉敷市の普及団体 

３月 楽しむ会（２回） ３１名 定例会 

長津・畑岡ほっとサロン ２５名 ふれあいいきいきサロン 

サロン矢尾 ３３名 ふれあいいきいきサロン 

弁天寿会 ９名 地区老人会 

 

〔４〕障がい者作品展の開催 
（１）要 件 

・福祉映画会の開催に合わせ､障がい者の方の作品展を開催し､町民に対し､障がい者

福祉への理解を深める機会とした。 

（２）実施結果   

開催年月日 平成３０年２月９日（金）から２月２５日（日） 

開催場所 早島町町民総合会館ゆるびの舎１階ロビー 

主  催 早島町社会福祉協議会 

共  催 早島町身体障がい者福祉協会､早島町地域活動支援センター､早島つばさの

会､ほのぼの会､喜楽会 

出展者数 ３０名（３８作品） 

 
〔５〕福祉映画会の開催 
（１）要 件 

・住民協働での個別ケアや福祉活動の活性化へ向けた機運をより高めていく機会とし

て、福祉や介護・医療等の幅広い関連分野をテーマとした映画会を開催した。 
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（２）実施結果 

開催年月日 平成２９年２月１２日（月） 

開催場所 早島町町民総合会館「ゆるびの舎」文化ホール 

主  催 早島町社会福祉協議会 

共  催 早島町 

協力団体 早島いぐさ手話サークル､はやしま朗読ボランティアグループ福来朗､早島要

約筆記サークル‘ぺんしる’､パソボラはやしま､絵手紙ボランティアやまび

こ､日曜大工ボランティアとんかち､コミュニケーション麻雀を広める会､運

転ボランティアくるりん､給食ボランティア（クローバー･コスモス･スプリン

グ･たんぽぽ･マスカット･ひまわり会･スマイル若宮･市場撫子の会）､ふれあ

い・いきいきサロングループ（２４グループ）､早島町民生児童委員協議会､

早島町福祉活動員協議会､特別非営利活動法人ふれあいネットはやしま､早島

町婦人会､早島保護司会、早島町更生保護女性会 

映 画 名 「家族の日」（家族） 

観 客 数 ４６５名（入場整理券４３８枚、当日発行整理券２７枚） 

アンケート回収数（３５９名） 

 
７．ボランティア活動の推進 

〔１〕ボランティア活動保険の加入支援 
 （１）要 件 

   ・ボランティア活動する方が安心して活動できるよう、事故やけが、賠償責任等につ

いて補償するボランティア活動保険（実施主体：全国社会福祉協議会、受付窓口：

市町村社協）の加入促進を図る。 

 （２）加入者数計：６００名 

   ◇団体加入：３７５名（２２団体） 

   ◇個人加入：２２５名 ※夏のボランティア体験活動者数を含む 

 
〔２〕福祉ボランティアグループ活動の支援 
（１）要 件 

   ・福祉ボランティア団体への活動支援と活動費助成を行った。 

（２）実施結果 

   ◆活動助成額合計：１５９，３００円（６団体） 

    ①パソボラはやしま､②早島要約筆記サークル‘ぺんしる’ ､③はやしま朗読ボラン

ティア福来朗､④絵手紙ボランティアやまびこ､⑤日曜大工ボランティアとんかち､

⑥運転ボランティアくるりん 

 
〔３〕ボランティア活動に関する相談・調整 

（１）要 件 

・町内の在宅生活者やボランティア団体、各種機関や組織、団体から要請を受け、年間

を通じて、福祉ボランティア等の人材調整を行う。 
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（２）調整件数 

  ○個人相談（個人の生活を支援する人材の協力要請） 

相談者 依頼事項等 調整内容 調整件数 

若年層 ボランティア活動の機会 
ボランティア活動場所
の紹介・調整 

１件 

高齢者・障がい者世帯 

ゴミ出しの援助 
ゴミ出しボランティア
の調整 

４件 

家屋の掃除・不用品整理 ボランティア派遣調整 １件 

家屋の軽微な修繕 
日曜大工ボランティア
の派遣調整 

  ５件 

合 計 １１件 

  ○団体相談（団体や組織活動を支援する人材や作業の協力要請） 

相談元（団体） 行事名、依頼事項等 調整内容 調整件数 

早島小学校 授業への協力 
車いす体験の指導 １件 

福祉学習の支援 ３件 

県立早島支援学校 
授業への協力 

朗読ボランティアの 

派遣調整 
７件 

プログラム企画協力 講師等の派遣調整  １件 

南岡山医療センター 

つくし病棟での 

本の読み聞かせ 

朗読ボランティアの 

派遣調整 
１０件 

プログラム企画協力 
講師等ボランティアの

派遣調整 
 １件 

町内グループホーム プログラム企画協力 
講師等ボランティアの

派遣調整 
１件 

町内障がい者通所施設 施設の軽微な修繕 
日曜大工ボランティア

の派遣調整 
  １件 

地区老人クラブ プログラム企画協力 
講師等ボランティアの

派遣調整 
１件 

地区サロン活動 

グループ 

プログラム企画協力 
講師等ボランティアの

派遣調整 
 ５７件 

送迎調整協力 
運転ボランティアの 

派遣調整 
 ４２件 

地区給食ボランティア 

グループ 

プログラム企画協力 
講師等ボランティアの

派遣調整 
１件 

送迎調整協力 
運転ボランティアの 

派遣調整 
 １２０件 

福祉当事者グループ 

リフレッシュ旅行への 

介助ボランティアの調整 

ボランティアの派遣 

調整 
４件 

プログラム企画協力 
講師等ボランティアの

派遣調整 
１件 

合 計 ２５１件 

※本会デイサービスセンターが調整をした件数は除く。通所介護事業（Ｐ.３２）参照。 
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〔４〕ボランティア調整機能等の検討 
（１）要 件 

・町民活動支援センターとの役割分担や福祉ボランティアや他分野のボランティア等

の登録調整のあり方について、町生涯学習課との情報交換や検討を進め、町内のボ

ランティアニーズに対する円滑な調整（ボランティアコーディネート）ができるよ

う下地づくりを行う。 

（２）実施結果 

  ・関係団体や町関係課との具体的協議はなし。従前どおり、福祉ボランティアや地区

福祉活動者等の活動調整を行う。  

 

８．福祉団体活動の支援 
〔１〕福祉当事者団体の支援 
（１）要 件 

   ・当事者団体への活動支援と活動費助成を行った。 

（２）実施結果 

   ◆活動助成額合計：４２２，７５２円（３団体） 

①早島町身体障がい者福祉協会、②早島つばさの会（知的障がい者の親の会）、  

③ブロンズクラブ（独居高齢者の会） 

〔２〕福祉団体の支援 
（１）要 件 

   ・福祉団体への活動支援と活動費助成を行った。 

（２）実施結果 

   ◆活動助成額合計：１７２，０００円（２団体） 

①早島保護司会、②早島町更生保護女性会 

 
９．在宅福祉サービス事業の実施 
〔１〕福祉有償運送事業の実施 
 （１）要 件 

   ・要介護高齢者や障がいある方のうち、自力で公共交通機関を利用できない方を対象

に、有償（タクシー料金の半額以下）で、ご自宅から目的地までの移動を「福祉車

両」により送迎外出支援を行う「福祉有償運送事業」を開始した。 

・円滑かつ安全な運行管理を行う為、運行毎次の使用車両の運行前点検と登録運転手

の体調確認及びドライブレコーダーによる実際の運行映像を活用し、月次の安全運

転指導や研修を行った。 

 （２）利用状況等実施結果 

◆実利用者数   １５人（前年度比▲６人） 

◆延べ運行回数  ８８回（前年比▲２８回） 

（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 運行回数 利用料収入（円） 

４月 ５人 １０回 ９，２７０円 

５月 ２人 ３回 １，５５８円 

６月 ３人 ６回 ４，８７８円 

７月 ２人 ３回 ２，３６８円 
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８月 ６人 １１回 ６，２７４円 

９月 ６人 １１回 ９，５００円 

１０月 ３人 ６回 ９，４４２円 

１１月 ５人 １０回 １２，３５０円 

１２月 ４人 １０回 ７，８１６円 

１月 ２人 ３回 ２，３５８円 

２月 ３人 ８回 １０，７２２円 

３月 ３人 ７回 １２，１５２円 

合 計 ４４人 ８８回 ８８，６８８円 

 

〔２〕福祉用具貸出サービスの実施 

（１）要 件 

・介護が必要な状態にある方への介護用具の貸し出しを行う。介護認定を受け、介護

保険サービス内で利用できる方は、対象外とする。 

・下記品目の寄贈を受ける。 

車イス１台（岡山ヤクルト販売株式会社）、車イス１台（個人）  

シャワーチェアー１台（個人） 

・例年どおり旅行等の一時的な外出、受診目的での車イスの短期貸出が多かった。今

年度はホームページへの掲載効果もあり、新規利用者増加となった。 

（２）利用実績 

  ①実利用者数 

   ４３名（前年度比＋８名） ※別に２団体へ貸出。   

②貸出品目と件数 

介護用具名 貸出件数 

車いす ７３件 

リクライニング車いす  ２件 

スロープ  １５件 

ポータブルトイレ  １２件 

シルバーカー １件 

点滴スタンド ２件 

吸引器 ２件 

合 計 １０７件（前年度比＋３８件） 

 
 
１０．福祉相談及び福祉サービスの利用援助 
〔１〕福祉・生活支援相談対応の環境整備 
（１）要 件 

・地域福祉センター内への相談窓口スペースを設置し、福祉サービス利用者や福祉活 

動者、その他の町民からの福祉や生活支援に関する助言や調整支援を行える環境整 

備を行う。 
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（２）対応実績 

   ・増加する支援対象者に対応すべく、増員する職員の業務スペースの確保と、機能的

かつ効率的に窓口対応や業務遂行ができるよう事務所内の備品の入替えとレイア

ウト変更を行う。   

 

〔２〕生活福祉資金貸付 
（１）要 件 

・低所得者世帯の経済的自立や身体障がい者世帯の生活意欲の助長促進及び、在宅福

祉、社会参加の促進のために必要な資金を貸付けるために、生活福祉資金貸付事務

（実施主体：岡山県社会福祉協議会、受付窓口：市町村社協）を行った。 

（２）対応実績（平成３０年３月３１日現在） 

貸付資金種類 相談件数 新規貸付 貸付中 償還中 

総合支援資金  ２件 ０件 ０件 ０件 

福祉資金  １件 ０件 ０件 ０件 

教育支援資金  ０件 ０件 ０件 １件 

不動産担保型生活資金 ０件 ０件 ０件 ０件 

※旧･離職者支援資金 - - - １件 

合 計 ３件 ０件 ０件 ２件 

 

〔３〕日常生活自立支援事業 
（１）要 件 

・在宅で生活しており、自分の判断で福祉サービスの利用や日常的な金銭管理を適切

に行うことが困難な方をサポートする本事業（実施主体：岡山県社会福祉協議会）

の相談業務を行った。 

（２）対応実績（平成３０年３月３１日現在） 

援助区分 相談件数 新規契約 継続援助中 契約解除 

認知症高齢者 ０件 ０件 ０件 ０件 

その他の障がい者 ２件 １件 ０件 ０件 

 

１１．地域福祉センターの運営管理 

〔１〕施設利用の促進 
 （１）要 件 

   ・町内の地域福祉活動拠点として、福祉関係者を中心にセンター内の施設（４部屋、

開放フロア）の貸し出しと管理運営を行った。 

 （２）団体利用実績 

施設名 利用回数 利用人数 平均利用人数 

ボランティア室  ９２回 ５６５人 ６．１人 

調理実習室 ３３回 ５８７人 １７．８人 

会議室 １１３回 ２，７８６人 ２４．７人 

プレイルーム １３９回 １，５３１人 １１．０人 

開放フロア ２３回 １５３人 ６．７人 
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（３）個人利用実績（プレイルームのみ） 

  ◆延べ利用者数：５０６人（小学生のみ） 

   

〔２〕備品･用具の貸出 
（１）要 件 

   ・町内の地域福祉活動の活性化のため、福祉活動に役立つ備品･用具の貸し出しを行っ

た。 

 （２）利用実績 

援助区分 合 計 福祉関係団体 行政関係団体 その他 

レクリエーション用具 ５７件 ５３件 １件 ３件 

機材 １７件 １６件 １件 ０件 

その他 １８件 １７件 １件 ０件 

 
〔３〕施設改修の実施 
（１）要 件 

   ・第２次地域福祉センター改修事業として、老朽化する施設内の空調設備やブライン

ド・カーテンの取り替え、駐車場の整備等を行った。また、平成２８年度に拡張した

事務所スペースのレイアウト変更を行った。 

（２）改修実績 

  ①設備修繕 

  ・空調設備の修繕（８機） 

  ②施設改造 

  ・事務所内デスク入れ替え及びカーペット張替え  ・館内掲示板の整備 

  ・カーテン・ブラインドの取り替え ・駐車場の整備（１台分増設）          

   
 

Ⅲ．介護サービス事業 

１．居宅介護支援事業 
〔１〕介護保険-居宅介護支援事業の実施 
 （１）要 件 

   ・利用契約を結んだ要介護状態の方に対し、ご本人やご家族の意思を尊重しながら、

介護・保健・医療・福祉サービスを適切に利用することができるよう、個別の居宅

サービス計画の作成や事業者等との調整を行った。 

・サービス利用以外の時間帯にも安心した在宅生活が過ごせるよう、介護保険制度以

外にも民生委員･福祉活動員との個別に情報共有を行うとともに、住民による生活支

援活動試行への積極的な誘導を図った。 

 （２）利用状況等実施結果 

◆年間新規契約利用者：５８件（前年度比＋３件）  

◆年間契約解除利用者：６１件（前年度比＋１件）  

◆月間平均請求件数：１９６件（前年度比－８件）   
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（３）利用状況及び収入の推移 

サービス月 件 数 収 入（円） 

４月 １９９件 ３，０５１，９７０円 

５月 １９７件 ３，０３８，１３０円 

６月 ２０２件 ３，１３５，７８０円 

７月 １９９件 ３，０７５，６３０円 

８月 ２００件 ３，１１０，４９０円 

９月 ２０２件 ３，１２２，８９０円 

１０月 １９９件 ３，０７８，５２０円 

１１月 １９５件 ２，９９６，５１０円 

１２月 １９４件 ２，９８８，３１０円 

１月 １９３件 ２，９８８，８９０円 

２月 １８３件 ２，８２４，５８０円 

３月 １９１件 ２，９８６，３８０円 

合 計 ２，３５４件 ３６，３９８，０８０円 

   

〔２〕介護保険-介護予防居宅介護支援事業の実施○新【早島町受託事業】 
 （１）要 件 

   ・利用契約を結んだ要支援状態の方に対し、ご本人やご家族の意思を尊重しながら、

介護予防・保健・医療・福祉サービスを適切に利用することができるよう、個別の

介護予防支援サービス計画の作成や事業者等との調整を行った。 

 （２）利用状況等実施結果 

◆年間新規契約利用者：４９件  

◆年間契約解除利用者：  ６件 

◆月間平均請求件数：４４.５件   

（３）利用状況及び収入の推移 

サービス月 件 数 ※収 入（円） 

１０月 ４９件 ２１６，７００円 

１１月 ４７件 ２０２，１００円 

１２月 ４６件 １９７，８００円 

１月 ４４件 １８９，２００円 

２月 ４１件 １７６，３００円 

３月 ４０件 １７２，０００円 

合 計 ２６７件 １，１５４,１００円 

  ※本事業担当介護支援専門員の人件費を町受託金で受けており、本事業収入は、国民

健康保険団体連合会から早島町へ給付される。 
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２．通所介護事業 
〔１〕介護保険-通所介護事業の実施 
 （１）要 件 

   ・通所介護サービスの利用により、介護が必要な高齢者の身心の機能の悪化を防止す

るとともに、利用者が以前と変わらず自宅で生活でき、趣味活動や人との交流のあ

る生活を維持できるよう支援する。 

・介護をしている家族の心身の負担を軽減する。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：７人（前年度比▲３人） 

◆年間延べ利用者数：８，３０４人（前年度比▲３４８人） 

（３）利用状況及び収入の推移（要介護１～５の利用者）      

ｻｰﾋﾞｽ月 開所日数 
実利用 

者数 
延利用者数 

１日平均 

利用者数 
収 入（円） 

４月 ２５日 ６４名 ６７１名 ２６．８名 ５，５２８，８８０円 

５月 ２７日 ６４名 ７１７名 ２６．６名 ５，８３２，３６０円 

６月 ２６日 ６４名 ６９８名 ２６．８名 ５，７５７，７６０円 

７月 ２６日 ６４名 ７４５名 ２８．７名 ６，１７３，５６０円 

８月 ２７日 ６５名 ７８１名 ２９．０名 ６，５１９，８２２円 

９月 ２６日 ６８名 ７４７名 ２８．７名 ６，２１８，４４０円 

１０月 ２６日 ６５名 ７６０名 ２９．２名 ６，２９６，７３０円 

１１月 ２６日 ６５名 ７４７名 ２８．７名 ６，１７５，３５０円 

１２月 ２４日 ６４名 ６５７名 ２７．４名 ５，３５３，０７０円 

１月 ２４日 ６２名 ６１２名 ２５．５名 ５，０７８，２７０円 

２月 １９日 ５７名 ４５７名 ２４．１名 ３，８２９，６００円 

３月 ２７日 ５９名 ７１２名 ２６．４名 ５，７３８，７６０円 

合 計 ３０３日 ７６１名 ８，３０４名 ２７．３名 ６８，５０２，６０２円 

※１日平均人数は、小数点第２位、四捨五入。 

 
〔２〕介護保険-介護予防通所介護事業の実施  
（１）要 件 

   ・介護予防通所介護サービスの利用により、要介護状態になることを予防し、心身と

もに自立した生活を維持できるよう支援する。 

・高齢者を支える家族の生活を支援する。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：   １人（前年度比▲３人）  

◆年間延べ利用者数：３０７人（前年度比▲２８４人） 

（３）利用状況及び収入の推移（要支援１～２の利用者）      

ｻｰﾋﾞｽ月 開所日数 
実利用 

者数 
延利用者数 

１日平均 

利用者数 
収 入（円） 

４月 ２５日 ７名 ４２名 １．７名 ２１２，９５０円 

５月 ２７日 ６名 ４３名 １．６名 １９３，０６０円 

６月 ２６日 ５名 ３６名 １．４名 １７３，１７０円 
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７月 ２６日 ５名 ２７名 １．０名 １７３，１７０円 

８月 ２７日 ５名 ３８名 １．４名 １７３，１７０円 

９月 ２６日 ５名 ３１名 １．２名 １７３，１７０円 

１０月 ２６日 ５名 ３５名 １．３名 １７３，１７０円 

１１月 ２６日 ４名 ２４名 ０．９名 １３４，８５０円 

１２月 ２４日 ４名 ２４名 １．０名 １３４，８５０円 

１月 ２４日 １名 ７名 ０．３名 ３８，３２０円 

２月 １９日 ０名 ０名 ０名 ０円 

３月 ２７日 ０名 ０名 ０名 ０円 

合 計 ３０３日 ８名 ３０７名 １．０名 １，５７９，８８０円 

※１日平均人数は、小数点第２位、四捨五入。 

 

〔３〕介護予防・日常生活支援総合事業の実施○新   
（１）要 件 

   ・介護予防･日常生活支援総合事業対象者に対して、利用者が要介護状態になることを

予防し、心身ともに自立した生活を維持できるよう支援する。 

・高齢者を支える家族の生活を支援する。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：   ０人（前年度比 －）  

◆年間延べ利用者数：１８９人（前年度比 －） 

（３）利用状況及び収入の推移（要支援１～２の利用者）      

ｻｰﾋﾞｽ月 開所日数 
実利用 

者数 
延利用者数 

１日平均 

利用者数 
収 入（円） 

４月 ２５日 ０名 ０名 ０名 ０円 

５月 ２７日 １名 ３名 ０．１名 １９，８９０円 

６月 ２６日 １名 ４名 ０．２名 １９，８９０円 

７月 ２６日 １名 ３名 ０．１名 １９，８９０円 

８月 ２７日 ２名 １３名 ０．５名 ５８，２１０円 

９月 ２６日 ２名 １３名 ０．５名 ５８，２１０円 

１０月 ２６日 ２名 １３名 ０．５名 ５８，２１０円 

１１月 ２６日 ３名 ２０名 ０．８名 ９６，５３０円 

１２月 ２４日 ３名 １９名 ０．８名 ９６，５３０円 

１月 ２４日 ６名 ３９名 １．６名 １９３，０６０円 

２月 １９日 ４名 ２１名 １．１名 １０５，４１０円 

３月 ２７日 ５名 ４１名 １．５名 １７３，１７０円 

合 計 ３０３日 ６名 １８９名 ０．６名 ８９９，０００円 

※１日平均人数は、小数点第２位、四捨五入 
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〔４〕介護保険外サービス事業の実施  
（１）要 件 

・利用登録者を対象に、社会参加の促進と生き甲斐づくりを目的に、介護保険外の事

業として年１回の日帰り旅行を実施した。また、インフルエンザ感染拡大防止の為

の閉館期間に、自宅入浴困難者に対して入浴サービスを実施した。 

（２）活動実績 

  ①日帰り旅行 

開催年月日 平成２９年４月２３日（日） 

行き先 岡山市中央卸売市場（岡山市）、渋川藤棚・水族館（玉野市） 

参加者 利用者２４名・家族５名・ボランティア２名・職員２０名 

②保険外デイサービス 

延べ利用者数６名（実利用者数４名） 

 
〔５〕ボランティア協力（受入） 
 （１）要 件 

・演芸ボランティアを始め、季節行事や日常的プログラム支援としてボランティア受

け入れをし、デイサービスで過ごす時間の充実を図る。 

・ボランティア受入により、住民と利用者との交流の場としての役割を担う。 

 （２）実施結果 

団体での新規協力は５団体。 

◇ボランティア来館数           

プログラム提供 
行事補助（延べ人数） 

月 個人活動 団体数 

４月 ４名 ２団体 日帰旅行（２人） 

５月 ２名 ６団体  

６月 ３名 ２団体  

７月 １名 ７団体 夏祭り（２８人） 

８月 ２名 ３団体  

９月 ２名 ７団体  

10月 ２名 ３団体  

11月 １名 ４団体  

12月 ４名 ３団体  

１月 ２名 ３団体  

２月 ０名 ５団体 餅つき（２４人） 

３月 １名 ３団体  

合計 ２４名 ４８団体 （５４人） 

   

◇個人ボランティアの活動内容（有償の活動は除く） 

活動内容 活動人数 

アコーディオン演奏  １名 

将棋相手 １名 

話し相手 １名 
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傘踊り ３名 

ギター演奏 １名 

季節のイベント補助・利用者の付き添い 複数名 

 

◇団体ボランティアの活動内容（有償の活動団体は除く） 

団体名 活動内容（今年度活動回数） 

絵手紙ボランティアやまびこ 絵手紙教室の開催（６回） 

備前鳴子屋 ◎ うらじゃ踊り（１回） 

多聞会 餅つき大会の物品借用（１回） 

日曜大工ボランティアとんかち 餅つき補助（４日間） 

運転ボランティアくるりん  餅つき補助（４日間） 

ダンディボーイズと歌姫たち・若わか会 コーラスとフラダンス（１回） 

コーラスフルール コーラス（１回） 

早島オカリナ倶楽部 オカリナ演奏（１回） 

早島鬼面作りの会 節分に鬼装束で来館（１回） 

早島日本舞踊子供教室・若竹会 踊り（１回） 

フラ・さつき フラダンス（１回） 

フラ・ハラウ・オ・マープア  フラダンス（１回） 

しおかぜ劇団 ◎ 舞踊・歌謡ショー（１回） 

ほのぼの会 踊りと歌（６回） 

はやしま本だいすきの会 朗読会（１回） 

ねねの会             三味線演奏と歌（１回） 

野の花の会 創作（１回） 

舞民踊同好会 踊りと歌（１回） 

早島要約筆記サークル‘ぺんしる’  OHPを使った俳句の紹介（１２回） 

はやしま朗読ボランティア福来朗 対面朗読（７回）  

朗読会（１回） 

行事補助（４日間） 

伊つき座 芝居（１回） 

優美音 ◎ ハープ演奏（１回） 

四つ葉劇団 ◎ 歌と踊り（１回） 

ウクレレ・アロハと若宮いきいきフラガールズ ◎ ウクレレ演奏・フラダンス（１回） 

邦楽集団彩響 和太鼓･三味線演奏（１回） 

虹の会 ◎ 三味線演奏（１回） 

日本訪問歯科協会 原歯科医院 お口の健康相談会（４日間） 

   ※◎は新規協力団体 

 
 
３．訪問介護事業 
〔１〕介護保険-訪問介護事業の実施 
 （１）要 件 

   ・要介護状態になっても、利用者の望む暮らしができるよう、訪問により心身の状況

に応じた身体介護（入浴、排泄、食事の援助等）や生活援助（調理、掃除、買い物

等）、日常生活全般の援助を行った。 



 

34 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：     １４件（昨年度比▲  ４件） 

◆年間延べ利用者数：  ５５１人（昨年度比▲ ４７名） 

◆年間延べ訪問回数：６，１１５回（昨年度比▲１１４回） 

 （３）利用状況及び収入の推移（要介護１～５の利用者） 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入 

４月 ５０名 ５２７回 ４９１．００時間 １，５５５，６１０円 

５月 ４８名 574回 ５３１．２０時間 １，７４４，５３０円 

６月 ４６名 ５３３回 ４９０．７５時間 １，５４７，１９０円 

７月 ４６名 ５３７回 ４８０．１６時間 １，６０６，７００円 

８月 ４８名 ５４０回 ４８９．５０時間 １，６００，２１０円 

９月 ５０名 ４８８回 ４４４．９０時間 １，４６８，６２０円 

１０月 ４４名 ５１６回 ４７５．２２時間 １，５７３，９４０円 

１１月 ４４名 ５４６回 ５００．２５時間 １，７１５，１６０円 

１２月 ４７名 ５０７回 ４７０．４５時間 １，６２２，３００円 

１月 ４５名 ４５８回 ４３６．００時間 １，４９８，７９０円 

２月 ４２名 ４３４回 ３７８．２５時間 １，２７０，５１０円 

３月 ４１名 ４９１回 ４４３．１６時間 １，４４３，５６０円 

合 計 ５５１名 ６，１５１回 ５,６３０．８４時間 １８，６４７，１２０円 

 
〔２〕介護保険-介護予防訪問介護事業の実施 
  （１）要 件 

   ・要支援状態になっても、生活機能の低下や重度化を防ぎ、自分らしい生活が実現で

きるよう支援を行う。 

（２）利用者状況等実施結果 

 ◆年間新規利用者：     ４件（昨年度比▲５件） 

 ◆年間延べ利用者数：  １７４人（昨年度比▲１０２人） 

 ◆年間延べ訪問回数：１，０４８回（昨年度比▲６８２回） 

 

（３）利用状況及び収入の推移（要支援１～２の利用者） 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入 

４月 ２４名 １３４回 112.75時間 431,090円 

５月 ２７名 １６３回 140.50時間 501,140円 

６月 ２３名 １３７回 116.00時間 433,220円 

７月 ２３名 １４０回 119.50時間 462,070円 

８月 ２０名 １３５回 118.00時間 423,020円 

９月 １５名 ８９回 76.00時間 273,110円 

１０月 １３名 ７７回 63.50時間 248,470円 

１１月 １２名 ６９回 57.50時間 236,150円 

１２月 ８名 ４１回 34.00時間 160,110円 

１月 ６名 ４２回 38.25時間 137,610円 

２月 ２名 ２０回 20.00時間 63,710円 
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３月 １名 １回 1.:00時間 24,630円 

合 計 １７４名 1,730回 897.00時間 3,367,590円 

 

〔３〕介護予防・日常生活支援総合事業の実施 
  （１）要 件 

   ・介護予防･日常生活支援総合事業対象者を対象に、自立に向けた生活機能の向上を目

的とした支援を行った。 

（２）利用者状況等実施結果 

◆年間新規利用者：  １８件（昨年度比 ―件） 

◆年間延べ利用者数：１１３名（昨年度比 ―回） 

◆年間延べ訪問回数：５７３回 

（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入 

４月 １名 ８回 7.75時間 26,740円 

５月 １名 5回 3.75時間 24,630円 

６月 3名 １５回 １１．２５時間 51,380円 

７月 5名 ２０回 15.30時間 73,910円 

８月 6名 ２３回 18.25時間 73,920円 

９月 １０名 ４６回 37.40児間 172,440円 

１０月 １２名 ６２回 49.25時間 201,300円 

１１月 １４名 ７０回 56.00時間 245,964円 

１２月 １４名 ６４回 52.00時間 248,450円 

１月 １４名 ６２回 49.75時間 248,480円 

２月 １５名 ９０回 74.00時間 258,660円 

３月 １８名 １０８回 91.50時間 329,510円 

合 計 １１３名 ５７３回 466.20時間 1,955,384円 

 
 
〔４〕介護保険外サービス事業の実施 
  （１）要 件 

   ・介護保険制度適用外で、日常生活に援助が必要とする方に、介護保険制度を同様の

サービス（家事援助、身体介護）に加え、制度では行えないサービス（見守りを兼

ねた話し相手等）を行い、安心して日常生活を営む事が出来るよう援助を行った。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：   ９件（昨年度比＋ 8件） 

◆年間延べ利用者数： ９３名（昨年度比＋１４名） 

◆年間延べ訪問回数：２３５回（昨年度比＋９６回） 

（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 実利用者数 訪問回数 訪問時間 収 入 

４月 ７名 １４回 10.0時間 26,686円 

５月 ８名 ２１回 18.5時間 49,962円 

６月 ７名 １７回 16.0時間 42,909円 
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７月 ８名 ２０回 18.0時間 47,370円 

８月 ９名 ３２回 ２4.0時間 65,509円 

９月 ６名 １８回 14.5時間 38,973円 

１０月 ９名 ２２回 18.5児間 52,470円 

１１月 ８名 ２３回 23.0時間 61,270円 

１２月 ８名 ２１回 19.0時間 55,600円 

１月 ７名 １４回 12.5時間 35,757円 

２月 ７名 １４回 14.5時間 41,756円 

３月 ９名 １９回 25.0時間 69,405円 

合 計 ９３名 ２３５回 213.5時間 587,667円 

 

〔５〕障がい者総合支援-居宅介護事業の実施 
（１）要 件 

   ・総合支援法の趣旨に沿って、住み慣れた地域で安心して自立した日常生活ができる

よう、障がいの特性・心身の状態に配慮しながら身体介護・家事援助・通院介助等

の日常生活全般の援助を行った。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：   ３件（昨年度比＋ 2件） 

◆年間延べ利用者数： ８５名（昨年度比＋１３名） 

◆年間延べ訪問回数：７６９回（昨年度比＋ 5回） 

 （３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 
実利用

者数 

訪問 

回数 

訪問時間（時間） 
収 入 

身体 知的 精神 合計 

４月 ６名 ５７回 15.00 47.50 15.50 77.50 213,180円 

５月 ６名 ６０回 14.50 50.0 15.25 79.75 228,450円 

６月 ６名 ６０回 11.00 48.50 16.00 75.50 216,770円 

７月 ５名 ４２回 1.00 48.00 4.00 53.00 173,540円 

８月 ６名 ５４回 7.00 46.50 17.75 71.25 201,000円 

９月 ６名 ５６回 15.00 15.00 13.00 73.00 204,030円 

１０月 ７名 ６３回 17.00 45.50 21.50 84.00 231,530円 

１１月 ８名 ６９回 7.00 48.50 31.25 86.75 233,260円 

１２月 ９名 ７５回 7.00 46.00 31.75 84.75 233,490円 

１月 ８名 ７４回 10.00 46.50 31.25 87.75 237,680円 

２月 ９名 ７４回 11.50 46.50 27.25 85.25 233,470円 

３月 ９名 ８５回 16.75 52.50 28.25 97.50 265,180円 

合 計 85名 764回 166.5 642.5 180.25 989.25 2,671,580円 
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〔６〕障がい者総合支援-移動支援事業（外出支援）の実施 
（１）要 件 

   ・総合支援法の趣旨に沿って、住み慣れた地域で自分らしく生活するために、安全に

外出できるよう障がいの特性・心身の状態に配慮しながら移動（外出）支援を行っ

た。 

（２）利用状況等実施結果 

◆年間新規利用者：   ０名（昨年度比  0名） 

◆年間延べ利用者数： ２８名（昨年度比▲ 1名） 

◆年間延べ訪問回数：１９７回（昨年度比＋２７回） 

（３）利用状況及び収入の推移 

ｻｰﾋﾞｽ月 
実利用

者数 

訪問 

回数 

訪問時間（時間） 
収 入 

身体 知的 精神 合計 

４月 ３名 １２回 21.5 － － 21.5 33,250円 

５月 ３名 １９回 29.0 － － 29.0 44,500円 

６月 ２名 ２１回 31.0 － － 31.0 46,500円 

７月 ３名 １８回 26.5 － － 26.5 40,750円 

８月 ２名 １９回 30.0 － － 30.0 45,000円 

９月 ２名 １６回 27.5 － － 27.5 41,250円 

１０月 ２名 １４回 37.5 － － 37.5 56,250円 

１１月 ２名 １３回 27.0 － － 27.0 40,500円 

１２月 ２名 １５回 23.0 － － 23.0 34,500円 

１月 ２名 １７回 25.0 － － 25.0 37,500円 

２月 ２名 １６回 24.5 － － 24.5 36,750円 

３月 ３名 １７回 26.0 － － 26.0 40,750円 

合 計 ２８名 １９７回 328.5 － － 328.5 497,500円 

 
 

 


